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政府脱炭素社会を目指す【2050年カーボンニュートラル】【2】 

脱炭素水素社会構築へ動き出した日本 さあ 鉄はどうする 

 

 3月5日 日本製鉄が2050年カーボンニュートラル達成取組表明 

そのスタ-トとして国内製鉄所を一機に整理し収益体制固めへ計画と 

C02排出削減施策ロードマップを発表 

 日本製鉄、2050年カーボンニュートラルを宣言 電炉・水素・CCUS等で 

            インタ-ネット 環境ビジネス オンライン記事より     
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日本製鉄は3月5日、2050年二酸化炭素ネット排出量ゼロ（カーボンニュートラル）達成を宣言。 

日本製鉄（東京都千代田区）は3月5日、2050年カーボンニュートラルを目指すと発表した。 

大型電炉での高級鋼の量産製造や水素還元製鉄チャレンジし、CCUS（二酸化炭素回収・有効利用・貯留）等によるカ

ーボンオフセット対策なども含めた複線的なアプローチでカーボンニュートラルを目指す｡ 

 

日本製鉄は同日、2025年度までの新たな中長期経営計画を策定・公表した。 

この中の柱のひとつとして、「ゼロカーボン・スチールへの挑戦」を掲げ、地球規模での環境課題を、同社経営の根幹を

なす重要課題と位置づけた。脱炭素社会に向けた取り組みにおいて、欧米・中国・韓国との開発競争に打ち勝ち、世界

の鉄鋼業をリードするため、政府の各種施策とも連携しながら、新たな CO2 削減技術の開発・実機化に果敢に挑戦し

ていくとしている。 

また、海外輸出をして国内の生産体制を維持する従来の戦略を展開し、国内生産の合理化と海外での現地生産の二本立

てに整理していく方向性を示した。カーボンニュートラルでは、高炉・転炉プロセスで還元炭の一部を水素に置き換え

る「COURSE50」実機化、既存プロセスの低排出量化、効率生産体制構築等によって、対 2013 年比 30%減の排

出削減を実現。 

2050年に向けては、電炉による高級鋼の量産製造・水素割合をさらに拡大する「Super COURSE50」等の高炉水

素還元法の開発を通じた抜本的削減・水素による直接還元鉄製造などの超革新的技術にチャレンジし、炭素回収・利用・
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貯留（CCUS）等によるカーボンオフセット対策なども含めた複線的なアプローチでカーボンニュートラルを目指すと

した。その一環として、「NIPPON STEEL zero carbon initiative」という環境ロゴも発表した。 

 

これらの技術に関しては、イノベーションが必要と断定。 

研究開発費で5,000億円、社会実装で4兆から5兆円の投資が必要になると伝え、粗鋼製造コストは現状の倍以上に

なる可能性があるとした。 

その上で、日本の製鉄がコスト競争力を発揮するため

には、政府支援や他の業界からの支援、社会全体での

コスト負担が必須となるとした。 

国内生産体制の合理化では、東日本製鉄所鹿島地区の

第3高炉を2024年度末に休止。これにより既発表

のものも含め、高炉は15基から10基へと減少する。 

粗鋼生産能力は、年間5,000万 tから4,000万 tへ

と減ることになる。 

 厚板では、既公表の名古屋製鉄所厚板ラインの休止

に加え、東日本製鉄所鹿島地区の厚板ラインを2024

年下期を目処に休止。 

健在では東日本製鉄所君津地区を 2021 年度末を目

処に、鹿島地区の大形ラインを 2024 年度末を目処

に休止。 

シームレス鋼管では、東西2ミルのうち西ミルを休止。

大径鋼管では東日本製鉄所君津地区を 2021 年度末

を目処に、関西製鉄所和歌山地区（海南）を 2025

年度末を目処に休止。 

薄板では、既公表の瀬戸内製鉄所呉地区熱延ライン､

酸洗ラインの休止に加え、東日本製鉄所君津地区を

2024 年度末を目処に、東日本製鉄所鹿島地区を

2022年度末を目処に、瀬戸内製鉄所阪神地区（堺）

で2022年度末に1本、2024年度末に1本、ライ

ンを休止。同じく薄板では、瀬戸内製鉄所阪神地区（大

阪）は 2023 年度末を目処に、関西製鉄所和歌山地

区は2024年度上期を目処に休止する。チタン・スレンレスでも、東日本製鉄所直江津地区は2021年度末を目処に、

関西製鉄所製鋼所地区は2022年度末を目処に休止する。 

   インタ-ネット 環境ビジネス オンライン記事より 

日本製鉄、2050年カーボンニュートラルを宣言 電炉・水素・CCUS等で  (kankyo-business.jp) 

https://www.kankyo-business.jp/news/027520.php 

      

産業界最大の炭酸ガス排出量である鉄鋼 「国内では高炉の火は消えるだろう」「炭素税が始まれば息の根が止まる」「鉄

鋼投資は先細り」等々の無責任なうわさ話が渦巻く中、生き残りをかけた鉄鋼の取組。 

中国の台頭の中で、不況にあえぐ中でのいやおうなしのカーボンニュートラル達成へ。 

その危機感がにじみ出ている。「鉄は国家なり」と言われた時代の鉄鋼の存在感は今はない。 

でも・・・・・は言うまい。鉄鋼が長年にわたって取り組んできた炭素低減の技術蓄積もある。 

新時代へ向けての新しいリーダになるべく、頑張ってほしい。 

 

 2021.3.7. Mutsu Nakanishi 

https://www.kankyo-business.jp/news/027520.php


◎追 補 

参考 1. 脱炭素社会 解説 季刊 新日鉄住金(現日本製鉄) 2019 Vo l25「水素社会を支える鉄」全編36ページ 

 

 

https://www.nipponsteel.com/company/publications/quarterly-nssmc/pdf/2019_Vol_25.pdf 

色々調べていたなかで 2019 年新日鉄住金時代に低炭素社会実現へ向けての鉄鋼の取組をまとめた季刊新日鉄

2019vol25「水素社会を支える鉄」全頁36ページの技術レビュー誌を見つけました。 

低炭素社会を支える鉄を取り上げ、平易に図表・プラント写真等を駆使して解説し、低酸素社会を浮き彫りにする。 

実現に向けた技術開発 特に鉄の取組んでいる技術開発とその位置づけと現状が簡潔にまとめられている。 

鉄の視点からも2050年カーボンニュートラル実現への全体像を理解する良い解説。 

カーボンニュートラルの視点をながめる参考としてURLを添付。 

またまだ きっちり読んでいませんが、参考になりそうな資料をインターネットから拾いました。 

大部の資料もあり、参考2. にURLのみリストアップしました。 

低炭素社会実現を取り巻く状況理解の参考になれば 

                             2021.3.7. Mutsu Nakanishi 

 

  参考 2 . 脱炭素社会・水素社会実現のための現況理解のために  

 ◎ 中国勢を引き離せ！脱炭素への有力な切り札「水素還元製鉄」by 日刊工業新聞社 

     https://newswitch.jp/p/25316 

 ◎ 背水の製鉄能力2割削減、日本製鉄が挑む 2つの難題 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFK093TX0Z00C21A3000000/ 

◎ 日経 ESG 電力の脱炭素化が鍵 | 日経 ESG (nikkeibp.co.jp) 

     https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00005/120300028/ 

   ◎ 日経 ESG  50年に電力のCO2を半減へ、アンモニアが脱炭素の現実解に 2021.3.12. 

     https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00005/030900057/ 

   ◎ 資源エネルギー庁  2020—日本が抱えているエネルギー問題  16+15 

 (前編) https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/energyissue2020_1.html 

(後編) https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/energyissue2020_2.html 

   ◎ NEDO水素エネルギー白書 第6篇 水素エネルギー技術(Nedo) 2015  全編 71ページ 

  https://www.nedo.go.jp/content/100639759.pdf 

   ◎ NEDO水素エネルギー白書 2015 全編 196ページ 

      https://www.nedo.go.jp/library/suiso_ne_hakusyo.html  
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    参考3  2050年カーボンニュートラル ロードマップ 

 

 

 



  資料  国内炭酸ガス排出量の現状 

              日本の分野別炭酸ガス排出量 

 

鉄鋼部門の炭酸ガス排出量 

 
             

 エネルギー部門の炭酸ガス排出量 

 


